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寸乙!!L) tこ合わ

柴
小
学
校
が

米
作
り
体
験
学
習

柴
小
学
校
(
滝
内
千
工
校
長
)
で
は
、

物
を
作
り
育
て
る
苦
労
と
そ
の
尊
さ
を

体
験
し
よ
う
と
、
毎
年
、
山
中
高
光
さ

ん
所
有
の
田
ん
ぼ
を
借
り
て
米
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

十
月
二
十
二
日
の
朝
か
ら
行
わ
れ
た

稲
刈
り
に
も
全
校
生
徒
(
二
十
七
人
)

が
参
加
し
て
、
五
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
は

約
一
時
間
で
丸
坊
主
に
な
り
ま
し
た
。

刈
り
取
っ
た
稲
は
、
低
・
中
・
高
学

年
に
分
か
れ
て
作
っ
た
か
か
し
の
頭
を

の
せ
た
、
特
製
の
稲
架
け
に
干
さ
れ
、

三
つ
の
大
き
な
か
か
し
が
仲
良
く
手
を

つ
な
い
だ
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
格
好
に
な
り

ま
し
た
。

六
月
二
十
七
日
に
植
え
て
か
ら
、
草

取
り
も
す
べ
て
児
童
達
の
手
で
行
っ
て

き
た
か
い
も
あ
っ
て
、
で
き
は
上
々
と

か
。
十
一
月
十
三
日
に
は
、
別
の
畑
で

作
っ
て
い
る
さ
つ
ま
い
も
を
加
え
て
収

穫
祭
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
お
い
し
い

カ
レ
ー
や
焼
き
い
も
が
で
き
そ
う
で
す
。
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町議会第三固定例会画面田園

橋
立
東
農
道
災
害
復
胆

工
事
請
負
費
な
ど

一
般
会
計
補
正

昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会
計
に
一
億

九
千
九
十
万
三
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予

算
総
額
は
三
十
九
億
九
千
四
百
六
十
二

万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
同
補
正
さ
れ
た
お
も
な
使
い
み
ち

は
次
の
通
り
。

請
負
契
約
三
件
を
↓
本
認

喜
多
漁
港
の
改
修
工
事
(
分
割
二
-
)

は
、
同
千
六
百
六
十
万
円
で
伺
長
浜
建

設
と
、
町
道
戒
川
小
学
校
線
の
改
良
工

事
は
、
二
一
千
一
立
百
万
円
で
側
一
宮
工
務

自
と
、
小
浦
団
地
内
の
簡
易
耐
火
構
造

二
階
建
住
宅
三
卜
戸
の
改
善
工
事
は
、

四
千
八
百
五
十
万
円
で
耐
門
田
組
と
、

大
屋
農
道
新
設
工
事
は
、
三
千
八
百
十

万
円
で
帰
長
浜
建
設
と
、
そ
れ
ぞ
れ
請

第3固定例会

議

A 
A 

長
浜
町
議
会
第
三
固
定
例
会
が
、
九

月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
三

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

一
民
生
費
一
金
婚
式
記
念
品
代
、
櫛
生

隣
保
館
と
り
こ
わ
し
工
事
費
ほ
か
。

一
衛
生
費
]
大
洲
市
・
喜
多
郡
町
村
組

合
ご
み
処
理
施
設
特
別
会
計
負
担
金
八

百
五
十
六
万
七
千
円
な
ど
。

一
農
林
水
産
業
費
一
集
落
営
農
推
進
事

業
負
担
金
四
百
十
万
六
千
円
。
大
戸

樫
谷
線
開
設
事
業
補
助
金
四
百
万
円
。

大
和
水
路
改
修
工
事
費
、
高
峰
農
道
舗

装
改
良
工
事
費
な
ど
。

{
土
木
費
一
県
道
長
浜
|
保
内
線
負
担

金
二
千
百
五
万
円
。
長
浜
港
湾
改
修
ほ

ム
M

O一
災
害
復
旧
費
一
橋
立
東
農
道
、
叶
松

足
山
線
災
害
復
旧
工
事
費
な
ど
。

負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

オ
レ
ン
ジ
等
自
由
化

に
関
す
る
陳
情
を
採
択

喜
多
酪
農
業
協
同
組
合
組
合
長
岩
旧

槙
太
郎
氏
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
「
オ

レ
ン
ジ
等
・
牛
肉
の
輸
入
白
由
化
に
伴

う
国
内
措
置
に
関
す
る
陳
情
書
」
は
受

理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
一
年
度
一
般
会
計
及
び
国
民

健
康
保
険
な
ど
七
つ
の
特
別
会
計
の
決

算
認
定
、
昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会
計

及
び
老
人
保
健
特
別
会
計
な
ど
の
補
正
、

請
負
契
約
の
締
結
四
件
な
ど
議
案
二
十

三
件
、
陳
情
文
書
一
件
で
、
決
算
認
定

案
件
は
継
続
審
議
と
な
り
、
そ
の
他
の

議
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情
文
書
は
受
理
採
択
さ
れ
ま

し
た
。監

査
委
員
に

満
野
公
介
氏

監
査
委
員
の
満
野
公
介
氏
(
長
浜
・

七
二
一
)
は
、
十
月
三
十
一
日
で
任
期
満

f
と
な
る
た
め
、
後
任
に
満
野
氏
を
再

選
任
、
議
会
の
意
見
を
求
め
た
結
果
、

満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
に

黒

田

進

氏

本
田
正
統
氏

教
育
委
員
会
委
員
の
増
山
晴
茂
氏

(
長
浜
・
七

O
)
と
木
間
正
統
氏
(
出

海
・
六
-
一
)
は
、
十
月
二
-
十
一
日
で
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
に
黒
田
進

氏
(
長
浜
・
六
二
)
と
木
田
正
統
氏
を

任
命
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、

満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
二
宮
英
二
議
員
、

堤
正
和
議
員
、
臼
高
照
友
議
員
、
田
中

堅
太
郎
議
員
、
久
保
義
章
議
員
の
五
人

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
内
に

場
所
選
定
を
行
う

質
問
:
墓
地
問
題
に
つ
い
て
勺
一
宮

英
二
議
員
)

答
弁
:
長
浜
町
総
合
整
備
基
本
計
画

の
共
葬
墓
地
建
設
問
題
に
つ
い
て
は
、

地
区
住
民
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
し
だ
い
、

で
き
れ
ば
本
年
度
内
に
場
所
選
定
を
行

い
、
昭
和
六
十
四
年
度
に
は
建
設
に
着

手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

庁
舎
建
設

検
討
班
を
発
足

質
問
-
-
-
役
場
本
庁
舎
老
朽
化
対
策
及

び
増
改
築
に
つ
い
て
(
一
一
常
英
一
一
議
員
・

堤
正
和
議
員
)

答
弁
-
-
-
基
本
的
に
は
第
三
次
開
発
事

業
の
中
で
、
都
市
機
能
を
備
え
た
庁
舎

建
設
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
建
設
検
討
班

を
発
足
さ
せ
、
補
修
を
は
じ
め
、
必
要

な
ら
ば
増
改
築
等
も
含
め
て
検
討
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。

老朽化の進む役場本庁舎

区
域
内
の
市
町
は
長
浜
、
双
海
、
松

前
、
中
島
の
四
町
と
伊
予
市
で
、
五
つ

の
市
町
で
あ
る
。

対
象
事
業
で
予
想
さ
れ
る
も
の
は
沿

岸
漁
場
整
備
開
発
事
業
、
沿
岸
漁
業
構

造
改
善
事
業
の
魚
俄
投
石
等
の
基
盤
整

備
と
経
営
近
代
化
施
設
、
そ
れ
に
漁
港

整
備
等
の
既
存
の
国
補
対
象
事
業
、
市

町
村
の
単
独
事
業
、
第
三
セ
ク
タ
ー
、

民
間
等
の
も
ろ
も
ろ
の
事
業
に
つ
い
て

具
体
化
し
、
可
能
な
も
の
は
国
補
事
業

へ
組
み
入
れ
、
ま
た
は
新
規
採
択
を
求

め
る
こ
と
な
ど
を
ね
ら
い
と
し
、
従
来

単
発
的
に
実
施
し
て
い
た
各
種
補
助
事

業
を
総
合
計
画
と
し
て
ま
と
め
る
も
の

で
あ
る
。

県
は
こ
の
事
業
を
計
画
す
る
基
本
方

向
と
し
て
、
一
一
十
一
世
紀
に
備
え
た
国

六
十
三
年
度
か
ら

六
か
年
計
画
で
宰
轟

質
問
・
:
マ
リ
ノ
ベ

l
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
(
二
宮
英
二
議
員
)

答
弁
・
:
マ
リ
ノ
ベ

l
シ
ョ
ン
は
、
既

に
指
定
済
み
の
宇
和
海
域
に
続
い
て
新

た
に
伊
予
灘
中
央
海
域
を
合
む
全
国
十

A

一
地
域
に
対
し
、
七
月
二
卜
H
指
定
を

受
け
た
も
の
で
、
事
業
名
は
伊
予
灘
中

央
海
域
総
合
開
発
整
備
推
進
事
業
。
事

業
実
施
年
度
は
附
和
六
十
三
年
度
か
ら

昭
和
六
十
八
年
度
ま
で
の
六
か
年
と
な

っ
て
む
り
、
初
年
度
は
計
画
の
策
定
で

こ
の
事
業
主
体
は
愛
媛
県
、
昭
和
六
十

四
年
度
か
ら
五
か
年
が
工
事
実
施
期
間

と
な
っ
て
い
る
。
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一一
際
化
、
二
百
海
里
問
題
、
技
術
革
新
、

高
度
情
報
化
、
高
齢
化
、
生
活
の
多
様

化
を
考
慮
し
、
基
本
施
策
と
し
て
魚
樵

の
設
置
、
栽
培
漁
業
、
種
苗
生
産
、
放

流
、
多
く
の
機
能
を
装
備
す
る
漁
港
整

備
、
流
通
加
工
機
能
の
強
化
や
技
術
開

発
、
情
報
拠
点
と
し
て
中
予
水
産
試
験

場
の
新
設
、
漁
協
、
漁
業
の
担
い
子
の

育
成
、
漁
業
経
営
の
合
理
化
、
海
洋
性

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
基
盤
整
備
、
都
市

山
村
と
の
交
流
促
進
、
海
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
等
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
業
を
計
画
、
推
進
す

る
た
め
の
伊
予
灘
中
央
海
域
総
合
開
発

整
備
推
進
協
議
会
が
近
く
設
置
さ
れ
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
希
望
事
業
リ
ス
ト

案
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
マ
ス
タ
ー

n

フ
ラ

ン
等
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
八
月
五
日

に
県
と
関
係
市
町
の
関
係
職
員
で
構
成

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
初
会
合

が
あ
り
、
地
域
指
定
と
な
っ
た
概
況
の

説
明
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
町
は
海
の
町
と
し
て
発
展
す
る
た

め
に
漁
業
振
興
、
漁
港
整
備
の
ほ
か
、

「
ふ
る
さ
と
長
浜
守
つ
く
り
幻
」
の
整
備

基
本
計
画
に
あ
る
関
係
事
業
の
推
進
に

は
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
議
会
は
も
と

よ
り
漁
業
関
係
者
と
も
相
談
し
、
英
知

を
結
集
し
て
本
事
業
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一一一一

排
水
施
設
整
備に

努
力

質
問
・
-
-
下
水
道
整
備
と
水
質
保
全
に

つ
い
て
(
二
宮
英
二
議
員
)

答
弁
:
水
質
の
保
全
に
つ
い
て
は
、

長
浜
町
総
合
整
備
基
本
計
画
「
ふ
る
さ

と
長
浜
予
つ
く
り
乱
」
の
中
で
、
公
共
ド

ル
小
道
農
村
集
落
排
水
処
理
施
設
な
ど
、

諸
下
本
道
事
業
の
導
入
に
よ
る
排
水
施

設
の
整
備
を
図
り
、
水
質
の
汚
濁
防
止

と
清
浄
化
に
向
け
努
力
す
る
つ
も
り
で

あ
る
。

分
水
に
賂
じ
る

考
え
は
な
い

質
問
:
・
河
辺
川
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て

(
一
一
宮
英
二
議
員
)

答
弁
・
:
本
件
は
、
表
面
化
以
来
約
六

か
年
を
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
長

浜
町
で
は
河
辺
川
ダ
ム
調
査
対
策
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
職

員
で
構
成
す
る
河
辺
川
ダ
ム
建
設
対
策

班
を
設
置
し
、
本
件
に
つ
い
て
の
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
ご
承

知
の
通
り
で
あ
る
。

松
山
市
を
含
む
三
市
五
町
で
結
成
し

た
河
辺
川
ダ
ム
建
設
惟
進
協
議
会
及
び

松
山
市
議
会
の
動
向
、
並
び
に
流
域
市

町
村
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十

一
年
五
月
に
、
中
村
松
山
市
長
を
会
長

と
す
る
河
辺
川
ダ
ム
建
設
推
進
協
議
会 整備の待たれる下水道施設

が
中
予
分
水
の
協
力
要
請
に
来
町
さ
れ

て
以
米
、
今
日
ま
で
接
触
は
な
い
。
た

だ
、
事
務
レ
ベ
ル
で
は
推
進
協
の
事
務

局
の
方
が
数
凶
み
え
ら
れ
て
い
る
が
、

状
況
把
握
程
度
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
自
民
党
県
連
松
山
支
部
連
合

会
で
は
、
九
月
七
日
に
支
連
内
に
「
水

資
源
開
発
特
別
委
員
会
」
の
設
置
を
決

め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
民
党
松
山
市

議
会
議
員
二
十
五
人
全
員
が
構
成
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
既
に

自
民
党
県
連
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
肱

川
水
系
特
別
委
員
会
」
と
の
連
携
を
同

り
な
が
ら
ダ
ム
建
設
推
進
に
向
け
て
、

積
極
的
な
対
応
を
す
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
長
浜
町
と
し
て
は
、
昭
和

六
十
一
年
十
二
月
定
例
会
で
河
辺
川
ダ

ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会
報
告
の
と
む

り
、
分
水
に
応
じ
る
考
え
は
な
い
。

事
実
無
根
で
あ
る

質
問
・
・
・
職
員
採
用
の
回
覧
板
が
回
る

最
中
に
、
早
く
も
町
職
員
は
決
定
の
よ

う
な
話
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
(
堤

正
和
議
員
)

答
弁
-
-
-
そ
の
よ
う
な
事
実
は
無
根
で

あ
り
、
先
般
の
議
会
同
様
、
職
員
採
用

に
関
す
る
委
員
会
設
置
の
必
要
は
な
い
。

今
年
度
末
ま
で
に
移
転

質
問
:
農
協
購
売
部
の
大
和
・
十
六

年
、
出
海
・
二
十
二
年
無
料
貸
与
に
つ

い
て
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
-
:
農
協
の
移
転
に
つ
い
て
は
、

五
月
の
農
協
の
総
会
で
建
設
の
決
定
が

さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
末
ま
で
に
移
転

の
確
約
を
頂
い
て
い
る
。

受
け
入
れ
体
制
整
う

質
問
:
国
道
代
詩
地
進
捗
に
つ
い
て

(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
:
六
月
一
一
十
七
日
の
第
二
回
定

例
議
会
後
の
進
捗
に
つ
い
て
は
、
代
替

地
と
し
て
の
受
け
入
れ
体
制
も
整
い
、

前
回
意
思
表
示
を
さ
れ
た
方
に
対
し
て

県
と
町
の
価
格
提
示
も
終
わ
っ
て
お
り

再
度
確
認
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、

ほ
ぽ
回
収
も
で
き
、
早
い
時
期
に
移
転

希
望
者
全
員
に
対
し
て
配
置
割
等
に
つ

い
て
の
協
議
会
を
開
き
た
い
。
造
成
そ

の
他
の
工
事
を
行
う
時
期
が
早
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
受
け
入
れ
を
促
進
す
る
意
味
か
ら

も
整
備
は
必
要
で
あ
り
、
一
部
補
助
導

入
も
図
っ
て
い
る
。
先
行
投
資
的
な
性

格
で
な
く
、
一
つ
の
事
業
と
し
て
執
行

し
て
い
る
。

独
自
の
シ
ス
テ
ム

構
築
に
努
力

質
問
:
・
内
子
町
の
機
種
よ
り
劣
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
本
町
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
(
堤
正
和

議
員
)

答
弁
:
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
本
町
独
自
の
形
で
、
本
町
に
一
番

合
っ
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
最
大
の
努

力
を
し
て
い
る
。
他
町
と
の
比
較
は
で

き
な
い
し
、
劣
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
な
い
。

現
時
点
で
の

計
画
変
更
は
な
い

受け入れ体制の整った国道代替地

質
問
-
造
成
地
の
分
譲
に
つ
い
て
(
堤

正
和
議
員
)

答
弁
企
業
の
進
出
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
の
計
画
変
更
は
な
い
。
万
が
一

変
更
の
場
合
は
保
証
人
か
ら
お
金
を
項

く
よ
う
に
な
る
が
、
最
初
の
申
し
込
み

十
二
社
以
外
に
、
十
一
社
か
ら
追
加
申

し
込
み
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
へ
の
変

更
の
可
能
性
は
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
発
表
の
段
階
で
は
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。

J

R
を
愛
し

利
用
す
る
こ
と
が
大
切

質
問
i
J
R
問
題
に
つ
い
て
(
日
高

照
友
議
員
)

答
弁

E

・・
J
R
四
国
利
用
促
進
の
た
め

に
町
職
員
用
「
ビ
ジ
ネ
ス
切
符
」
を
発

売
し
て
い
る
が
、
他
に
何
か
や
っ
て
い

る
か
、
と
の
件
に
つ
い
て
は
、
他
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
と
通
学
高
校
生

の
父
兄
・
本
人
を
対
象
に
町
内
各
駅
で

の
定
期
券
購
入
・
依
頼
J
R
本
社
へ
の

陳
情
さ
ら
に
広
報
紙
等
に
よ
り
、
そ
の
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利
用
促
進
・
砕
け
発
を
行
っ
て
い
る
。

路
線
廃
止
と
い
っ
た
事
態
に
対
す
る

町
長
の
考
え
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
何
と
い
っ
て
も
J
R
を
愛

し、

J

R
を
利
用
し
、
沿
線
住
民
が
一

丸
と
な
っ
て
存
続
方
を
陳
情
し
続
け
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
長
浜
町
の
他
に
大
洲
市
、
双

海
町
、
保
内
町
に
よ
り
構
成
し
て
い
る
、

J
R
四
国
予
讃
本
線
対
策
協
議
会
で
陳

情
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

八
月
二
卜
六
日
の
本
社
陳
情
の
内
零

に
つ
い
て
は
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の
改
正
、

運
行
車
両
の
改
善
、
海
岸
線
の
ス
ピ
ー

ド
ア

y
プ
化
で
あ
る
。

長
浜
駅
長
の
「
長
浜
い
き
い
き
引
町

づ
く
り
委
員
会
」
へ
の
参
画
と
、
町
の

イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
を
通
じ
て

J
R
利
用

促
進
を
凶
つ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
件

に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
方
向
で
検

討
さ
せ
て
項
き
た
い
。

し
っ
か
り
し
た

生
活
基
盤
を
築
い
て

質
問
-
:
「
ふ
る
さ
と
長
浜
づ
く
り

十
一
」
長
浜
町
総
合
整
備
基
本
計
画
に

つ
い
て
(
日
高
照
友
議
員
)

答
弁
:
・
ふ
る
里
守
つ
く
り
を
し
て
い
く

た
め
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
生
活
基
盤

を
つ
く
り
あ
げ
、
長
浜
ら
し
さ
を
守
り

育
て
あ
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
両
面
を
考
え
な
が
ら
、
ま
た
、
町
民

の
方
々
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
な
が

ら
積
極
的
に
進
め
て
参
り
た
い
。

利用増加が望まれる.JR海岸線

郷
土
を
愛
す

人
づ
く
り

質
問
:
教
育
問
題
全
般
に
つ
い
て
(
日

高
照
友
議
員
)

答
弁
・
教
育
と
い
う
面
か
ら
み
た
人

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
「
心
の
教
育
」
を

重
点
に
取
り
あ
げ
て
い
る
。
学
校
に
お

い
て
は
「
個
性
・
能
力
を
生
か
す
心
を

こ
め
た
学
習
指
導
」
「
心
の
通
う
生
徒
指

導
」
「
道
徳
教
育
の
充
実
」
を
基
本
に
、

体
験
学
留
を
重
視
し
て
感
動
の
あ
る
教

育
を
行
い
、
ふ
る
里
の
伝
統
・
生
活
・

文
化
を
見
直
し
、
郷
土
を
愛
す
る
人
守
つ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

伊
予
な
が
は
ま
塾
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
塾
生
は
男
性
二
十
三
人
、
女
性
十

五
人
の
合
計
四
十
八
人
に
な
っ
て
い
る
。

学
習
内
容
は
、
イ
ベ
ン
ト
と
町

a

つ
く
り
、

十
年
後
の
長
浜
を
語
る
ホ
ラ
吹
き
の
タ

ベ
、
長
浜
町
の
資
源
を
生
か
そ
う
、
大

分
↑
巾
湯
布
院
町
へ
の
移
動
学
湾
、
津
島

町
イ
ベ
ン
ト
集
団
と
の
交
流
、
最
後
に

町
理
事
者
と
の
懇
談
会
を
行
い
、
ま
と

め
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
伊
予
な

が
は
ま
塾
、
心
む
こ
し
七
訓
を
基
に
、
塾

生
が
主
役
と
な
り
、
「
こ
こ
が
地
球
の

ど
真
中
」
に
こ
だ
わ
る
や
る
気
と
、
人

脈
と
、
発
想
豊
か
な
人
材
養
成
の
場
と

す
る
こ
と
が
理
念
で
あ
る
。

「
な
が
は
ま
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で

育
て
る
会
」
に
つ
い
て
は
、
会
の
本
部

を
教
育
委
員
会
事
務
局
に
置
き
、
町
内

九
つ
の
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
支
部
を
結

成
し
、
相
互
の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
関

係
事
業
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
組
織
は
、
家
庭
・
学
校
・
社
会
の
三

本
柱
の
徹
底
と
相
互
間
の
連
携
の
強
化

を
図
り
、
非
行
発
竺
の
原
凶
を
除
去
す

る
た
め
、
全
町
民
一
人
一
人
が
ご
協
力

を
願
う
全
町
的
な
組
織
で
あ
る
。
現
在
、

大
き
な
組
織
守
つ
く
り
は
ほ
ぼ
終
了
し
て

お
り
、
今
後
は
校
区
毎
の
全
体
的
な
会

人
口
を
聞
き
、
役
員
を
選
出
す
る
段
階
に

な
っ
て
い
る
。

教
育
施
設
、
設
備
、
環
境
の
整
備
等

に
つ
い
て
は
、
長
浜
町
総
合
整
備
基
本

計
画
の
中
で
検
討
中
で
あ
り
、
煮
つ
ま

り
次
第
、
必
要
度
の
高
い
も
の
か
ら
順

次
整
備
し
て
い
く
。

長
浜
高
校
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
普

通
科
の
古
川
校
で
古
川
さ
れ
る
範
同
で
「
進

学
コ

l
ス
」
「
商
業
コ

l
ス
」
「
家
庭

科
ゴ

l
ス
」
の
二
一
コ

l
ス
制
を
と
り
、

商
業
コ

l
ス
に
む
い
て
は
情
報
機
器
の

導
入
、
家
庭
科
コ

l
ス
に
む
い
て
は
次

子
教
育
の
充
実
を
阿
る
べ
く
、
教
員
の

一
人
増
を
み
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と

し
て
も
絶
え
ず
高
校
側
と
意
思
の
疎
通

を
阿
り
、
ま
た
、
中
学
と
高
校
の
連
絡

会
を
持
っ
て
進
路
指
導
等
に
つ
い
て
も

お
願
い
し
て
い
く
。

積
極
的
者
施
策
を
展
開

質
問
-
:
オ
レ
ン
ジ
・
牛
肉
自
由
化
対

策
に
つ
い
て
(
田
中
堅
太
郎
議
員
)

答
弁
:
・
農
林
水
産
省
は
、
オ
レ
ン
ジ

輸
入
自
由
化
に
対
す
る
国
内
の
緊
急
策

と
し
て
、
み
か
ん
関
係
千
六
十
億
円
、

畜
産
関
係
五
百
億
円
の
事
業
チ
算
を
内

定
し
た
。
こ
の
緊
急
対
策
事
業
の
制
度

化
に
対
す
る
西
川
代
議
士
の
ご
努
力
に

は
深
く
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

県
で
は
単
独
事
業
を
先
行
具
体
化
し

早
期
に
対
処
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
県

議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
当
面
着

手
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
先
般
協
議
会

を
設
け
倹
討
さ
れ
た
模
様
で
あ
り
、
県

議
会
終
了
後
早
い
時
期
に
、
関
係
市
町

村
に
対
し
県
の
指
針
が
明
ら
か
に
な
る

も
の
と
忠
わ
れ
る
。

消
費
者
ニ

l
ズ
の
高
度
化
に
伴
い
、

高
品
質
、
多
品
目
の
生
産
が
課
題
で
あ

り
、
予
想
さ
れ
る
生
産
対
策
の
具
体
的

な
も
の
と
し
て
は
、
県
下
七
十
市
町
村

毎
に
地
域
性
を
考
慮
し
た
低
生
産
園
地

の
減
園
を
行
う
面
積
が
、
全
面
積
の
一
一

O
か
ら
三

O
%、
転
換
方
法
と
し
て
植

林
、
桑
園
、
落
葉
果
樹
、
持
産
作
円
で
、

転
換
推
進
の
補
助
金
と
し
て
一
反
当
た

り
、
十
万
か
ら
7

一
十
万
円
。
そ
れ
に
加

工
原
料
開
み
か
ん
の
価
格
補
て
ん
制
度

の
拡
充
、
ハ
ウ
ス
・
ボ
ッ
ク
ス
栽
培
の

資
合
拡
充
、
そ
れ
に
消
費
拡
大
対
策
等

が
一
ぶ
さ
れ
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

本
町
の
み
か
ん
農
業
を
守
っ
て
い
く

意
味
で
も
、
農
協
等
関
係
諸
団
体
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
積
極
的
な
施
策
を
進

め
て
い
き
た
い
。

地
域
指
定
に
向
け
陳
情

質
問
-
:
森
林
総
合
整
備
事
業
に
つ
い

て
(
田
中
堅
太
郎
議
員
)

答
弁
-
-
-
森
林
総
合
整
備
事
業

しミ

て
は
二
月
の
議
会
で
申
し
上
げ
た
と
お

り
、
林
業
振
興
の
中
核
と
し
て
事
業
導

入
を
図
る
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
着
手

に
つ
い
て
は
本
年
度
内
一
部
実
施
の
予

定
で
あ
っ
た
も
の
が
、
本
年
度
は
調
査

と
P
R
期
間
、
地
域
指
定
の
準
備
と
申

請
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
変
更
が
あ
っ

た
た
め
、
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て

説
明
会
、
意
向
調
査
を
行
い
、
そ
の
後

一
三
月
に
か
け
て
地
域
指
定
の
準
備
に
入

る
予
定
で
あ
る
。

地
域
指
定
に
つ
い
て
は
、
先
般
、
県

の
林
政
課
へ
陳
情
を
行
っ
た
所
で
あ
る
。

民
間
活
動
に
も

賓
「
E
hリ

こ

護

者
i
1日
F
E
辻、

y
j

質
問
:
・
ふ
る
里
運
動
の
推
進
に
つ
い

て
(
久
保
義
章
議
員
)

答
弁
i
ふ
る
里
運
動
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
本
町
で
も
町
。
つ
く
り
委
員
会
の

設
置
、
海
の
祭
典
、
四
季
を
通
じ
て
の

観
光
事
業
の
拡
充
を
進
め
て
お
り
、
民

活
と
し
て
は
数
年
前
か
ら
出
海
の
み
か

ん
宅
送
、
生
活
改
葬
グ
ル
ー
プ
の
つ
わ

の
漬
物
、
子
作
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
等
が
出

現
し
、
消
費
者
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
最
近
で
は
海
の
幸
を
原
料
と
し

た
ト
コ
ロ
テ
ン
も
、
夏
場
の
清
涼
食
品

と
し
て
徐
々
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
農

協
に
お
い
て
は
特
選
み
か
ん
の
宅
送
を

検
討
し
て
お
り
、
行
政
で
は
婦
人
農
業

大
学
の
開
校
、
森
林
組
合
婦
人
部
の
シ

イ
タ
ケ
料
理
講
習
等
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
行
政
主
導
で
は
永
続
性

が
う
す
く
、
民
活
で
の
特
産
品
守
つ
く
り

ゃ
イ
ベ
ン
ト
等
の
計
画
が
あ
れ
ば
、
積

極
的
な
支
援
を
行
い
、
町
民
総
ぐ
る
み

で
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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月草月り
23.C'.つ 20
日乱、白

川

滝
と
も

じ
の
里フ

ヱ

十
一
月
一
一
十
日
(
日
際
日
)
に
一
兆
ま

つ
り
、
二
十
三
日
~
勤
労
感
謝
の
日
)

に
は
る
り
姫
ま
つ
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。

臼
滝
前
工
観
光
連
盟
、

S
L
委
員
会
、

百
年
連
絡
協
讃
会
?
は
、
も
ち
つ
き
大

会
、
ミ
一

7
二
一
ゴ
ル
フ
な
ど
、
楽
し
い

1T 事 名 士号 所 日年 間 fT首 考

ち び木工っU子 子供の国
10: 00 1見fで、チャレンシ

沌竹.Jtclb場 ~15 : 00 1'11天巴重fì~日開催

ま
もちまき チ f共の困 13 : 00 

ト

貴船神-f-宇十{共の高官
10: 30 

て〉
子供みこし

! 主 国 ~l コ: 30 

豊ッ作慌踊『由 1) 13 : 30 
り 王1.'') .rp[ ~11i i) 

るり姫左手付近
~ 14 : 30 

五H宅歪i 年 同 り

自流問所 滝登山 IJ 10 : OO~ l 通 行 I形先行

11 絵同・写真 主rjj 橋付近
10: 00 

っくりもの慢 --1ち'りり

11 しるさと
j竜登山 11I1近 10: 00 

パザル

20 ちび、コ子
滝登山 11付近 111: O()~ 

もちつき大会
日 ちびノ「之ー 子{款の lり 10 : OO~ 

ミ ニゴルフ

1l3; 稚児行列

凶瀧芋j-商庖!お 10: 00 
一心り挺塚 ~13 : 00 

モデルt最影公 ;竜一倍
13: 00 
~15 : 00 

出年踊り
子供の国

13: 30 
I j~~ 子舞 ~14: 30 

もちつき久会 チ「!主の国
11 : i)1) 
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日未て
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臥龍太鼓・風船に
メ yセーン弁 のせ l

正解者に 祖占J1

日寺 nn 豊
茂
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
日
公

主
催
に
よ
る
、
第
一
一
一
回
豊
茂
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
が
、
十
-
月
十
一
日
(
円
山
曜
日
)
、

車
茂
公
民
結
、
直
一
旦
茂
小
学
松
?
開
か
れ

ま
す
ぐ午

前
十
時
三
十
分
か
ら
、
寸
l
プ
ニ

ン
グ
い
し
レ
モ
ニ

l
と
?
)
て
、
臥
諸
太
鞍

の
山
一
γ

へH
で
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
人
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

金
山
出
石
守
の
ふ
も
と
豊
茂
地
区
は
、

人
口
八
百
人
、
約
二
百
一
二
十
世
帯
の
山

間
地
帯
で
す
が
、
秋
の
日
の
今
日
を
か
決

し
く
過
ご
し
て
項
く
た
め
、
お
年
寄
り

の
ご
協
力
も
得
て
、
も
ち
ま
き
な
ど
も

い
堂
、
豊
茂
が
お
も
し
ろ
い
/

二
囲
豊
里
震
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

1
1
1
1
十
一
月
十
三
日
(
日

)
l
I
1

行
い
、
ま
た
、
町
内
唯
ム
の
猪
肉
の
販

売
な
ど
も
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
;
。

二
本
族
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
豊

川
戊
ヘ
足
を
の
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
子
供
た
ち
に
よ
る
メ
ノ
セ
ー
一
ン
を
深

え
た
風
mm
を
大
空
而
く
飛
ば
す
こ
と
い

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
右
表
の
行
事
の
ほ
か
、
生
活

文
化
展
、
保
育
所
・
小
学
較
児
童
・

P

T
A
の
作
品
展
、

N
T
T
コ
ー
ナ
ー
、

郵
便
局
コ
ー
ナ
ー
、
農
協
コ
ー
ナ
ー
、

森
林
川
合
コ
ー
ナ
ー
、
務
花
展
や
催
物

コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
パ
ザ
l
、
ふ
↓
引
さ

と
市
、
狩
肉
即
売
、
パ
ベ
キ

J
l
、

来
り
物
コ
ー
ナ
ー
な
ど
慮
り
だ
く
さ
ん
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蹴
誤
認
②
…

都
築
佳
子
(
下
須
戒

)!l-

パ
シ
フ
イ

y
ク
カ
レ

y
一
ン
で
私
達
私
達
は
必
死
で
片
一
百
の
英
語
を
話
し

を
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
ア
ポ
ダ
カ
ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
ど

夫
妻
、
娘
夫
婦
、
そ
し
て
孫
の
五
人
う
や
ら
ア
ポ
ダ
カ
夫
妻
は
メ
キ
シ
コ

で
し
た
。
ホ

l
ム
ス
テ
ィ
へ
の
期
待
人
の
よ
う
で
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
し

を
胸
に
し
て
い
た
私
で
し
た
が
、
ア
て
い
る
ら
し
い
で
す
。
歳
は
印
代
後

ポ
ダ
カ
夫
妻
と
ウ
ィ
ピ

l
夫
妻
の
会
半
。
名
前
は
オ
ス
カ

i
と
メ
ア
リ

1
0

話
を
聞
い
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
オ
ス
カ

l
は
ワ
イ
ン
工
場
に
勤
め
、

受
け
ま
し
た
。
ア
ポ
ダ
カ
夫
妻
は
、
メ
ア
リ

l

一
人
が
農
業
を
し
て
い
ま

英
語
を
話
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
た
。
豚
と
肉
午
と
乳
午
、
鶏
を
飼

会
話
へ
の
不
安
を
い
だ
き
な
が
ら
ア
っ
て
い
る
も
の
の
、
小
規
模
な
農
家

ポ
ダ
カ
夫
妻
の
家
に
向
か
い
ま
し
た
。
で
し
た
。

私
は
そ
の
家
に
、
-
歳
下
の
子
と
二
七
時
半
に
起
床
。
既
に
オ
ス
カ

l

人
で
入
っ
て
い
た
の
で
、
少
し
は
不
は
仕
事
に
出
か
け
て
お
り
、
メ
ア
リ

安
も
や
わ
ら
い
で
い
き
ま
し
た
。
最

i
は
豚
の
世
話
に
行
っ
て
い
る
よ
う

初
の
夜
と
あ
っ
て
お
互
い
に
ギ
ク
シ
で
し
た
。
私
達
は
何
を
し
て
よ
い
か

吋
ク
し
な
が
ら
も
、
会
話
を
始
め
ま
わ
か
ら
ず
、
た
だ
、
メ
ア
リ

l
の
帰

し
た
。
す
る
と
、
仙
ア
ポ
ダ
カ
は
、
り
を
待
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、
朝
食

昔
、
日
本
で
英
語
の
先
生
を
し
て
い
の
準
備
を
子
伝
い
ま
し
た
。
が
、
メ

た
ら
し
く
、
英
語
と
、
「
少
し
」
「
早
キ
シ
コ
料
理
と
あ
っ
て
、
全
く
段
取

く
」
な
ど
単
語
だ
け
で
し
た
が
、
口
り
が
わ
か
ら
ず
戸
惑
い
ま
し
た
。
そ

本
語
も
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
、
「
タ

コ
ス
」
で
す
。
小
麦
粉
で
出
来
て
い

る
ら
し
い
生
地
の
土
に
、
あ
ず
き
を

柔
か
く
煮
た
も
の
を
の
せ
、
そ
の
上

に
、
七
面
鳥
の
肉
、
肝
菜
な
ど
を
の

せ
、
手
づ
か
み
で
食
べ
る
の
で
す
。

初
め
て
食
べ
た
昧
で
し
た
が
、
塩
あ

じ
で
な
か
な
か
の
も
の
で
し
た
。
日

が
経
つ
に
つ
れ
、
食
事
の
段
取
り
も

覚
え
、
「
手
伝
っ
て
る
ん
だ
」
っ
て

い
う
気
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

国
民
年
金
制
度

推
進
月
間

愛
媛
県
で
は
、
年
金
制
度
の
大
切
さ

を
よ
く
理
解
し
て
項
く
た
め
、
日
月
を

「
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
」
と
定
め

ま
し
た
。

今
、
私
達
の
国
は
外
国
に
例
を
み
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
は
近
い
将
来
、
年
金
を
受
け

始
め
る
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
二

十
一
世
紀
に
向
か
う
皆
さ
ん
も
、
老
後

生
活
を
保
障
す
る
年
金
へ
の
期
待
が
大

き
く
な
っ
で
き
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
働
く
世
代
が
保
険
料
を

出
し
合
い
、
む
年
寄
り
の
生
活
を
守
る

世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
で

す
。
あ
な
た
の
納
め
る
保
険
料
は
、
あ

な
た
自
身
の
年
金
権
を
保
障
す
る
だ
け

で
な
く
、
か
年
寄
り
の
年
金
に
あ
て
ら

れ
ま
す
。

す
こ
や
か
な
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
保
険
料
は
必
ず
納
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

週
間

国
や
地
か
公
共
団
体
は
、
私
達
国
民

が
血
児
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
私
達
の
身
近
な
暮

ら
し
の
ま
わ
り
で
見
て
も
社
会
福
祉
の

充
実
、
住
宅
や
道
路
の
整
備
、
教
育
の

探
興
な
ど
、
そ
の
活
動
は
幅
広
い
分
肝

こ
う
こ
っ
ヶ
、
J
f
「。

l
j
y
一
ー
し
ご

C
1

税
は
、
こ
の
よ
う
に
国
や
地
方
公
共

団
体
が
活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源

で
あ
り
、
私
た
ち
が
生
活
の
向
上
と
安

定
を
願
う
限
り
ど
う
し
て
も
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
共
同
社
会
を
維
侍

す
る
た
め
の
一
百
わ
ぱ
会
費
で
あ
る
と
一
一
一
口

え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
税
に
つ
い
て
、
広
く
国
民
の
皆

さ
ん
に
そ
の
仕
組
み
ゃ
使
い
み
ち
を
十

分
に
理
解
し
て
一
噴
き
、
そ
の
上
で
、
正

し
い
申
告
と
納
税
を
し
て
頂
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
税
庁
で
は
、
今
年
も
十

一
月
十
一
日
か
ら
卜
七
日
ま
で
を
「
税

を
知
る
週
間
」
と
し
、
こ
の
期
間
中
「
こ

の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い
る
」

を
メ
イ
ン
テ

l
マ
に
、
広
く
国
民
の
皆

さ
ん
に
税
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
理

解
し
、
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
一

国
的
に
講
演
会
や
税
法
説
明
会
な
ど
の

各
種
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
旬
開

十
一
月
一

H
か
ら
十
日
ま
で
は
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
聞
で
す
。

最
近
、
一
家
庭
主
婦
層
を
中
心
に
パ
ー

ト
で
働
く
方
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
つ

い
て
は
、
労
働
条
件
が
不
明
確
で
あ
っ

た
り
、
働
く
者
と
し
て
の
白
覚
が
必
ず

し
も
十
分
で
な
い
こ
と
な
ど
、
種
々
の

問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
労
働
省
で

は
パ

l
卜
労
働
旬
間
を
設
け
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
動
者
の
労
働
条
件
の
改
善
、

一
雇
問
の
安
定
等
を
阿
る
こ
と
に
し
ま
し

た。
こ
の
旬
間
中
、
愛
媛
婦
人
少
年
室
で

は
関
係
行
政
機
関
と
共
催
し
て
、
パ
ー

ト
問
題
特
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
左
記
に

よ
り
開
設
し
、
パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る

方
、
働
き
た
い
方
、
パ

l
卜
を
一
層
っ
て

い
る
方
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ゎ

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

一
日
時
}
十
一
月
一
日
・
一
一
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
六
時

一
場
所
一
ス
ー
パ
ー
「
フ
ジ
松
山
山
」

(
松
山
市
古
西
一
丁
目
)

{
相
談
受
理
内
容
一
パ

l
卜
に
関
す
る

賃
金
・
労
働
時
間
・
求
人
・
求
職
・
雇

用
保
険
・
社
会
保
険
・
悩
み
事
な
ど

詳
し
く
は
、
愛
媛
少
年
婦
人
室
(
密

0
8
9
9
|
弘

6
7
7
1
)
ま
で
。

差
別
を

抽な
諦く
月す
問。

愛
媛
県
で
は
、
「
県
民
一
人
ひ
と
り

が
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
差
別
の

な
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
を
テ

ー
マ
に
、
卜
一
月
十
一
日
か
ら
十
二
月

十
日
ま
で
を
「
美
別
を
な
く
す
る
強
調

月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
解
決
の
た
め
す
べ
て
の
県

民
が
ι
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別

の
な
い
明
る
い
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ

ス
ノ
。一

町

民

こ

ぞ

っ

て

一

汽
車
、
パ
ス
を
…

ム
利
用
し
ま
し
ょ
う
日
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社
会
の
鍾
韓
蕊

計
M
V
鮪
れ
な
い
害
悪

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
の
乱
用
は
、
個

人
の
心
身
を
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

凶
悪
な
犯
罪
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
社

会
の
福
祉
に
計
り
知
れ
な
い
害
悪
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。

一一一一

県
の
検
挙
者
数
全
圏
第
二
位

そ
の
中
で
も
覚
せ
い
剤
の
乱
用
は
、

近
年
、
都
市
部
か
ら
そ
の
周
辺
へ
広
が

る
と
と
も
に
、
家
庭
の
主
い
仰
な
ど
一
般

市
民
や
青
少
年
に
ま
で
詰
透
し
て
お
り
、

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
愛
媛
県
で
は
、
人
口
比
で
み
た
場

合
の
覚
せ
い
剤
事
犯
の
険
挙
者
数
は
、

こ
こ
て
年
連
続
、
全
国
第

F

一
位
を
記
録

園囲盟理問麻薬・覚せい剤j禍撲滅運動画圃

メ
モ
し
ょ
、
ヮ

か
ら
だ
に
よ
い
こ
と

わ
る
い
こ
と

私
は
日
記
を
つ
け
る
代
わ
り
に
、
ど

ん
な
会
議
に
出
席
し
た
か
、
誰
と
飲
ん

だ
か
、
ど
こ
に
泊
ま
っ
た
か
な
ど
を
小

さ
な
子
帳
に
毎
日
記
入
し
て
い
ま
す
。

す
る
な
ど
憂
慮
す
べ
き
現
状
に
あ
り
ま

す。

3bt 

薬
物
乱
用
勝
。
止
推
進
員

を
ニ
舘
に
増
員

そ
こ
で
愛
媛
県
で
は
昨
年
度
、
覚
せ

い
剤
存
薬
物
乱
川
防
止
推
進
只
を
(
一
百

人
か
ら
同
一
白
人
に
増
員
し
、
地
域
で
の

啓
発
活
動
を
更
に
強
化
し
た
ほ
か
、
県

内
の
卜
同
の
保
健
所
に
党
せ
い
剤
等
相

談
窓

U
を
開
設
し
、
県
民
の
力
か
ら
の

相
談
に
応
じ
た
り
、
提
言
を
交
け
る
な

ど
幅
広
く
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
十
月
と
卜
-
月

の
一
一
か
月
聞
を
「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
禍

撲
滅
運
動
」
と
定
め
て
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

薬
物
乱
用
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

く
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

昭
和
同
十
一
年
か
ら
始
め
て
、
す
で
に

一
一
十
冊
以
上
の
手
帳
が
机
の
中
に
し
ま

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
時
々
見
る
の

が
楽
し
み
で
す
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
、

悲
し
か
っ
た
こ
と
、
う
ま
く
い
っ
た
こ

と
、
失
敗
し
た
こ
と
な
ど
が
文
字
の
中

か
ら
浮
か
び
出
る
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。こ

の
手
帳
に

E
年
位
前
か
ら
ジ
ョ
ギ

ン
グ
の
記
録
を
つ
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
記
録
と
い
っ
て
も
た
だ
丸
印
を
つ

十
一
月
の
日
曜
当
直
医
は
次
の
と
お

り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
紋
急
患
者

の
方
だ
け
で
す
。

。
3

H

石
村
病
院
念
臼

0
2
7
5

0
6
H

清
水
医
院
合
臼
1
2
8
8
3

0
日
日
米
川
医
院
密
臼

i
o
1
6
5

0
初
日
同
旧
医
院
合
目
1
0
6
3
9

0

m
日
菊
地
医
院
岱
兄
|
0
2
0
9

0
U
H

門
尽
医
院
合
臼

0
2
0
2

…

乳

児

健

診

…

0
1
月
日

H

町

体

育

館

午

後
1
時

か
ら
2
時
対
象
は
昭
和
臼
年
口
月
、

昭
和
臼
年
3
月、

6
月
坐
ま
れ
の
お
子

さ
ん
。

一
市
議
半
児
健
診

。

日

月

日

日

町

体

育

館

午

後

1
時

か
ら
2
時
対
象
は
昭
和
臼
年
3
月、

4
月
、
5
月
生
ま
れ
の
お
チ
さ
ん
の

0
1
月
江
日

町
体
育
館

午
後
1
時

け
る
だ
け
で
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
十
年

前
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
い
つ
や
っ
た

の
か
、
ど
の
く
ら
い
定
っ
た
の
か
を
す

ぐ
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
何
と
な
く
張

り
合
い
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
手
帳

に
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
大
い
に

一
応
気
が
出
て
、
前
の
年
を
少
し
で
も
上

凶
る
よ
う
努
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
年
毎
に
走
る
日
数
が
長
く
な
り
、

昨
年
は
つ
い
に
二
一
百

H
を
突
破
し
、
走

る
距
離
も
年
間
千
五
百
キ
ロ

M
を
越
え

7 g か

時 11 : _:ら
カ〉 月 .警雪 1 
ら 15 : a d j 日寺
9 ・:..1:士 30
IT'i 16 :長長;うま

口 -
※ Ittl. 
キ食田J 戸-.
診{本-A4
料育 1穴

金結-. 
jL 言~
百午・一:
円前

…
地
区
別
健
康
相
談
…

午
後
1
時

。
日
月
7
口

同

集

会

所

別
分
か
ら
3
時

0
1
月
日
日
小
浦
集
会
所

時
却
分
か
ら
3
時

。
日
月
日
日
柿
の
久
保
(
む
堂
)

午
後
1
時
却
分
か
ら
3
時

。
日
月

n
H
樫
谷
集
会
所
午
前
日

時
か
ら
日
時
別
分

O
H
H
n
日

柴

口

の

浦

集

会

所

午

前
叩
時
か
ら
日
時
別
分
柿
円
十
集
会
所

午
後
1
時
却
分
か
ら
3
時
下
村
集

会

所

午

後

1
時
加
分
か
ら
3
時

O
H
H
M
日
夜
一
柳
集
会
所
午
後
1

t
J
O
¥
7
h
J
う
ヨ
七
寸

日
u

つd
ノ
y
ヲ
/

L

e

t

口
μ

。
日
月
m

H

本
郷
集
会
所
午
前
日

時
か
ら
日
時
却
分
大
平
集
会
所
午

後
1
時
か
ら

2
時
別
分
本
村
集
会
所

午
後
l
時
加
分
か
ら
3
時

午
後
1

て
い
ま
す
。
ど
う
や
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
中

毒
と
一
一
一
口
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
家
で
ご
一
た
び
首

相
を
務
め
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
こ
う

ー
一
一
日
っ
て
い
ま
す
。
「
人
間
志
を
立
て
る

の
に
遅
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
」

シ」。
瓦
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
の
手
宵
い
も

よ
う
や
く
一
人
前
に
実
を
結
ん
で
き
た

か
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

F
日
米
地

孝
之
助
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大
和
@
豊
茂
ブ
ロ
ッ
ク
が
優
勝

ー
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
i

十
月
六
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
長
浜
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
(
高
田

軍
治
郎
会
長
)
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ

れ
、
各
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
か
ら
約
二
百

二
十
人
の
選
手
が
参

加
し
た
。
競
技
は
四

ブ
ロ
y
ク
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
、
大
和
・

豊
茂
の
ブ
ロ
ッ
ク
が

優
勝
し
た
。

ルポ@図書舘だより十 一 一一一一一

日

る

温

か

い

家

庭

a

つ
く
り
推
進
地
域
懇
談
会
が
、
十

口
、
ぇ
~
月
十
八
日
、
沖
浦
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

口
参
サ
会
聞
か
れ
、
約
百
人
が
参
加
し
た
。
愛
媛
県
生
涯
学

志
位
談

口
?
懇
習
推
進
講
師
の
玉
井
通
孝
先
生
に
よ
る
講
演
の
後
、

口

1
・

で

懇

談

会

が

口
ョ
づ
い
v

f
凶
れ
、

ゴ

庭

ミ

一

明

る

い

口

家

司

雰

囲

気

づ

口

い

円

く

り

」

や

二

か

「

親

の

あ

〔

斗

旧

佃

り

方

」

な

つ
ど
に
つ
い
て
活
発
な

口
意
見
交
換
が
行
わ
れ

口

た

。

「
」一一

口
口
口
口
口
口
口
口
円

U

三
世
代
が
交
流
深
め
る

ー
白
滝
保
育
所
で
運
動
会

1

地
域
で
の
世
代
交

流
を
図
ろ
う
と
、
十

月
十
九
日
、
老
人
ホ

ー
ム
白
山
国
(
山
崎

一
義
関
長
)
と
臼
滝

婦
人
会
(
久
保
礼
子

会
長
)
と
臼
滝
保
育

所
(
大
藤
恭
子
所
長
)

の
合
同
に
よ
る
運
動

会
が
行
わ
れ
、
園
児

や
む
年
寄
り
合
わ
せ

て
約
八
十
人
が
参
加
。

和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
の
中
、

層
の
親
睦
を
深
め
た
。

リ

」与{k:o
4吋口
さ口
い口
輪口

口

大口
き口
い U

輪円

ー
出
石
寺
で
ゲ
I
ム
大
会
i

口
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
子
供
達
に
長
浜
の
こ
と
を
知
っ
て
も

口
ら
お
う
と
、
十
月
十
六
日
、

N
T
T
伊
予
長
浜
電
報
電
話
局

じ
と
長
浜
町
教
育
委
員
会
の
共
催
に
よ
る
「
小
さ
い
輪
・
大
き

巳

い

輪

ゲ

l
ム
大
会
」
が
出
石
寺
で
行
わ
れ
た
。
大
会
に
は
、

口
町
内
の
五
つ
の
小
学
校
か
ら
四
年
生
以
上
約
七
十
人
が
参
加

口
し
、
出
石
寺
ク
イ
ズ
な
ど
の
ゲ

l
ム
を
楽
し
ん
だ
。

ロ
門
〕口巳口口口口門

〕

{
児
童
図
書
一

一
休
・
吉
四
六
・
彦
一
さ
ん

ト
イ
レ
に
い
っ
て
い
い
で
す
か

日
本
む
か
し
ぱ
な
し

U
-
引寺

村
輝
夫

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
動
物
園灰

谷
健
次
郎

こ
ち
ら
マ
ガ

i
ク
探
偵
団

あ
や
う
し
マ
ガ

l
ク
探
偵
団

消
え
た
新
聞
少
年

あ
の
ネ
コ
は
犯
人
か
?ヒ

ル
デ
イ
ツ
ク

ぴ
ょ
こ
た
ん
の
な
ぞ
な
ぞ
削
日
出
・
倒

ぴ
ょ
こ
た
ん
の
め
い
ろ

M
E
I
R
O

め

い

ろ

こ

の

み

ひ

か

る

ふ
ら
い
ば
ん
ど
い
さ
ん
神
沢
利
子

木
曜
日
の
と
な
り

小

説

の

書

き

方

吉

田

と

し

ケ
ン
チ
と
ユ
リ
と
あ
お
い
海

長
崎
源
之
助

か

お

る

の

た

か

ら

も

の

征

矢

清

ど

れ

み

ふ

あ

け

ろ

け

ろ

東

后

平

泣

こ

う

か

と

ぼ

う

か

山

中

恒

お
あ
あ
さ
ん
の
目
あ
ま
ん
き
み
こ

武

田

信

玄

童

門

冬

二

上

杉

謙

信

松

永

義

弘

け
ん
は
へ
っ
ち
ゃ
ら
谷
川
俊
太
郎

モ
グ
ラ
原
っ
ぱ
の
な
か
ま
た
ち

古
田
足
日

ハ
ン
カ
チ
の
上
の
花
畑
安
房
直
子

ゃ
な
せ
た
か
し
の
新
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ

イ
ト
(
全

3
巻
)
ゃ
な
せ
た
か
し

新
刊

案皇
内ロ

西
遊
記
(
全
四
巻
)
竹
崎
有
斐

白
川
子
一
一
雄

ゴ
ン
チ
キ
号
漂
流
記ハ

イ
エ
ル
ダ

l
ル

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
秘
街

H
・
カ

l
タ

I

ピ
i
グ
ル
号
航
海
記
ダ

l
ウ
ィ
ン

さ
ば
く
に
消
え
た
古
代
王
国ヘ

デ
イ
ン

な
ぞ
の
イ
ン
カ
帝
国
フ
ロ
ル
ノ
ワ

マ
ゼ
ラ
ン
の
世
界
一
周
ツ
バ
イ
ク

秘
境
ア
フ
リ
カ
探
検リ

ビ
ン
グ
ス
ト
ン

な
ぞ
の
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト

ケ
ー
シ
ー

ア
ル
プ
ス
の
巨
峰
に
い
ど
む

ウ
ィ
ン
パ

l

気
球
探
検
二
万
メ
ー
ト
ル

ホ
l
ナ
l

原
始
林
に
ね
わ
る
マ
ヤ
文
明
の
な
ぞ

ス
テ
ィ

l
ヴ
ン
ズ

悲

劇

の

南

極

探

検

ガ

ラ

l
ド 絵文



9 

匝己

反E
E 
量

i
と
よ
し
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楠姓久搾而iし
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り

木
芳

月
仰
、
可
思
師
走
偲
ぶ
夕
べ
か
な

F
の
ひ
ら
に
タ
片
ず
く
ひ
顔
あ
ら
ふ

増

田

成

虎

名
月
を
択
に
こ
ぽ

L
で
安
来
節

菊

地

山

川

稀
袋
振
れ
は
カ
シ
ャ
カ
シ
ャ
川
る
ん
叩

山
ハ
坪
)
雄
志

食
欲
の
な
き

J

了
の
わ
か
わ
り
巣
ご
は
ん

米

岡

幸

市

平ナを
L

し
げ
る
だ
け
の
技
拶
鰯
雲

龍
昨
凶
伴
子

円
笠
却
の
を
ヌ
一
つ
い
て
い
る
小
一
町
一
か
な

林

パ

光

イ

道
草
に
つ
ま
み
で
は
じ
く
鳳
仙
花

菊

地

良

武

十
六
夜
の
影
に
疲
れ
の
肝
良
帰
り

wい
!
i
ア
ト

p

者
い
六

J

j

静
同
会

η
Hげ
を
灯
し
て
障
子
貼
る

久

保

仁

長

千
平恵

孝
行

主 J建造する:;話料初当;U
1松岡佑索開ちゃA(向j竜) ~ 

匹亙盟薗田一歳です。長浜文芸@募集

危
輸
な
く
く
り
わ
な

の
防
止
に
つ
い
て

毎
年
、
十
一
月
十
五
日
か
ら
翠
年
二

月
十
五
円
三
郎
の
以
類
に
つ
い
て
は

十
二
月
一
口
か
ら
努
午
一
月
三
十
一
け

ま
で
)
が
狩
猟
の
ご
さ
る
期
間
で
す
。

こ
の
期
間
中
、
狩
猟
に
よ
る
事
故
や

違
反
事
件
が
発
生
す
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
、
近
年
山
律
で
禁
止
キ
守
れ

て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
つ
り
上
げ
式
く

く
り
わ
な
」
が
南
子
地
方
を
中
心
に
設

置
さ
れ
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
つ
り
上
げ
式
く
く
り
わ
な
」

は
イ
ノ
シ
シ
、
オ
ス
ジ
カ
等
の
大
型
獣

を
捕
獲
す
る
た
め
生
木
、
生
竹
、
金
品

等
の
弾
併
を
利
山
守
る
も
の
で
、
人
聞

が
こ
れ
に
か
か
っ
た
場
合
、
身
体
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
拘
束
し
、
普
通
自
力

で
脱
却
が
不
可
能
な
鳩
合
が
多
い
う
え

重
傷
安
負
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
危
険
を
未
然

に
防
止
す
る
と
と
色

μ
狩
猟
の
適
汗
化

を
図
る
た
め
、
h
A

げ
符
察
署
等
の
協
力
呑
一

得
て
持
桝
違
反
取
り
締
ま
り
を
一
一
層
強

化
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
危
険
な
く
く
り
わ
な
」
を
発
見
さ

れ
た
か
は
、
大
洲
警
察
署
防
犯
謀
、
ま

た
は
、
八
幡
浜
地
方
局
犬
洲
出
張
所
林

業
課
ま
ヤ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
の
進
学
ロ
ー
ン

受
付
中

{
対
象
}
古
川
校

a

大
学
等
へ
の
進
学

予
定
者
向
父
ほ

陣。;毎@空

5・

一
応
募
資
格
一
十
八
歳
以

上
、
-
一
十
五
歳
未
満

一
給
与
}
初
任
給
(
月

額
十
-
万
一
一
千
四
百
円
)
期
末
、
勤

勉
手
当
(
年
一
一
一
同
一
九
日
計
問
・
九
か

け
分
)
の
他
、
各
種
子
中
!
か
職
務
や

勤
務
条
件
等
に
よ
っ
ご
ト
支
給
さ
れ
ま
す
。

進
学
者
あ
た
り
百

{
融
資
眼
度
額
一

万
円一

利
率
一
年
五
"
七
%
へ
変
更
も
あ

り
ま
す
)

一
融
資
期
間
一
五
年
以
内
一
措
置
期
間

一
年
以
内
を
含
む
」
交
通
遺
児
家
庭

及
び
母
子
家
庭
は
一
年
の
延
長
が
可
能

一
資
金
の
使
い
み
ち
}
進
学
の
た
め
に

必
要
な
資
金

一
返
済
方
法
}
元
利
均
等
毎
円
払
(
半

年
賦
、
年
賦
払
い
も
可
一
ボ
ー
ナ
ス

時
増
額
返
済
も
可

一
保
証
一
連
情
保
証
人
一
人
以
上
、

ま
た
は
、
附
進
学
資
金
融
資
保
証
基
金

一
申
込
窓
口
一
〒
別
松
山
市
三
委
町
六

七
|
一
一
一
(
2
0
8
9
9
U
|
6
1

第
三
同
個
人
向
け

融
資
受
付
開
始

住
宅
金
融
公
庫

作
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
宅
建

{
衣
食
住
一
食
事
、
宿
舎
貨
が
無
料

の
他
、
被
服
等
も
す
べ
て
無
料
丹
、
支

給
ま
た
は
貸
与
き
れ
ま
す
。

一
そ
の
他
一
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て

は
、
特
別
退
職
手
中
ー
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
任
期
(
二
年
・
陸
上
」
揃
了
時
一

一
白
臼
(
四
十
一
一
万
同

F
円
一
一
任
期

(
三
年
・
海
上
、
し
h
匂
ご
揃
了
時
一

百
五
十
日
分
(

L

八
十
六
万
一
一
千
円
)

そ
の
後
の
任
期
勺
一
年
)
徒
に
、

二
百
口
八
刀
七
十
五
日
分

詳
し
く
は
、
戸
川
崎
住
民
説
ま
た
は

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
結
却
(
S
U
1

4
1
2
3
)
ま
で
。

設
資
金
貸
し
付
け
(
個
人
住
宅
)
、
建

売
住
宅
購
入
資
金
貸
し
付
け
(
建
売
住

宅
)
の
昭
和
六
卜
三
平
度
第
三
回
目
の

申
込
受
付
を
無
抽
選
、
申
一
、
昨
順
の
選
考

に
よ
り
、
次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

一
申
込
期
醒
一
昭
和
六
十
三
年
十
二
月

九
日{

融
資
限
度
額
}
九
十
平
方
日
以
上
百

二
十
五
一
平
方
日
以
下
の
木
造
住
宅
新
築

の
場
合
で
五
計
六
十
万
円
ま
で
(
構
造
、

規
模
に
よ
り
異
な
る
)
ま
た
、
床
面
積

に
よ
り
三
百
五
十
万
刊
か
ら
四
百
五
十

万
円
の
特
別
加
算
額
の
融
資
も
同

一
金
利
}
当
初
十
年
間
、
年
四
・
五

五
%
、
十
-
年
目
以
降
、
年
五
・
二
%

{
そ
の
他
一
中
山
住
宅
購
入
資
金
、
住

宅
改
良
資
金
、
財
形
住
む
資
金
の
受
付

も
可詳

し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
岡
田
支

席
(
金

0
8
7
8
1
お
1
0
5
1
1
)

ま
で
。



111)岸本印刷

町
営
住
宅
入
居
者
綴

日
月
初
日
ま
で

J
川

印刷昭和問年11月1日発行(毎片 1円発行j昭和63年11月号j玄報ながはま

寄
付
採
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I'~ 下聖今長出 沖須下沖
5頁主頁 ~三 2頁
戒戒茂 ;1)5浜海 浦沢戒浦

長白 J中白須笠 tB白須長白 f主

越松冨藤高官太演出 後 出
智[11田堂岡田田江中藤 IlJ

照光幸事x~自幸耕久利;忠公
文克雄 干[[-g:治雄 受信典

優 f変結イ命 fむj表王者 111主真 明
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ロ・世帯数

(昭和63年10月1U 現有)
ャーー

大字
人 [ [ 

世帯数
男(人) 1;:(入〕 面十(人)

仁久 130 140 己70 105 

長育 浜品
1，347 1，609 2.956 1，035 

39 55 91 53 

黒田 188 197 385 119 

i中 i甫 617 655 1，272 383 

折今l 士生)5 
321 362 683 185 

382 465 847 266 

須 ィ尺 93 97 ]90 52 

出海 372 391 763 254 

下須戒 522 563 1，085 314 

穂積 69 73 142 39 

M豊ニ老茂松 152 165 317 95 

385 412 797 233 

白{竜 437 538 975 350 

I!X I11 148 141 289 88 

大越 30 22 52 15 

比7r~ 325 343 668 193 

5可 5o7 6，228 11，785 3可 779

地域別

編

後
記
側

町
で
立
、
灯
台
住
七
人
居
者
を
次
の

要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
募
集
住
宅
}
甲
小
浦
川
地
マ
一
種
一

一
戸
(
五
棟
一
二
号
一
一
マ
一
種
二
戸
(
六
隙

一
O
二
号
、
六
棟
三
十
-
J
庁
、
七
棟
一

口
一
九
日
げ
)
軍
大
和
は
地
マ
一
-
種
二
戸

(
一
一
棟
三

O
二
号
)
曹
豊
茂
同
地
二
種

-μ
二
号
)
マ
築
地
同
地
マ
一
種
-

戸
一
一
八
十
三
ロ
ゲ
一

{

入

居

資

格

}

①

町

内

に

住

所

え

は

勤

九

月

届

出

分

(

敬

称

略

)

務

場

所

が

あ

る

人

②

住

宅

に

困

っ

て

い

氏

名

死

亡

時

年

齢

る

人

③

同

居

又

は

同

居

し

よ

う

と

す

る

橋

本

マ

サ

ヨ

(

八

山

)

親

族

(

婚

姻

予

定

者

も

ふ

け

も

)

の

あ

る

一

一

宮

ク

ニ

ヱ

(

八

四

)

人

④

所

得

、

が

一

種

は

十

万

円

を

超

え

、

田

中

忠

登

志

(

七

一

一

)

十

六

万

二

千

円

以

下

、

二

種

は

十

万

円

白

石

角

馬

(

八

八

)

だ

ん

だ

ん

と

寒

さ

が

身

に

し

み

る

季

以

下

の

人

利

川

ミ

子

ヨ

(

八

七

)

凶

に

な

っ

て

き

ト

よ

し

た

。

嵐

の

出

る

朝

一
募
集
期
間
一
昭
和
日
年
日
月
1
日
1

川
中
健
次
郎
(
八
五
)
の
主
気
は
、
本
当
に
ゆ
か
を
突
き
刺
す

叩

日

本

田

孝

子

「

四

七

¥

ょ

う

で

す

り

こ

れ

以

k
、
原
稿
を
汗
ノ
¥

{

入

居

時

期

}

日

月

末

頃

九

月

届

出

分

(

敬

祢

略

)

中

野

チ

ヨ

子

(

七

一

)

子

が

純

一

つ

て

は

と

、

A
7
か
ら
心
配
で
す
の

詳

し

い

こ

と

は

、

役

場

総

務

課

財

政

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

西

国

ツ

タ

ヱ

(

八

一

二

)

寒

い

と

い

え

ば

、

先

月

の

卜

六

日

に

係
(
密
臼

I
l
i
-
-
)
ま

で

お

問

い

ド

須

戒

内

石

登

美

男

長

女

景

子

武

市

ミ

ス

ヱ

一

一

八

二

山

山

石

寺

へ

取

村

に

行

ノ

た

の

で

す

が

、

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

人

/

坊

松

下

猛

長

女

沙

也

加

米

川

清

一

二

(

八

二

あ

そ

こ

の

気

温

は

化

町

内

あ

た

り

と

比

苛壬
d43
叫古川旬、
3
J
g
T是
認
占
d
U
3
1
3
べ
向
、

J
S
J
s
a
i
弘
司
も
司
古
品
ザ
pv司
寺
SJω
吃
』

v
f
J年
g
f
y
b
u
g
S
3
3
S
J
W
?
誌
も
司
も
3

4屯
司
db司
、
司
も
司
も
司
市
司
も
4
も
4勾

4
3
5寺
町
、
司
も
司
杏

hvvJU川J
元
首
も
ヨ
布
3
J
S
2
1
f
d
W
1
3
J
S
J
S

ゆっ l土日 0車口 町説茨

矯立「域
図名県

浜町役場届出分(敬称略)香探オ二

長官 {寅 t甫
-"、，1..1' rh 

iの
j.，堤
λ 

t-和
三 彦
ーさ
十

ん
巻 :

九
月
届
出
分
(
教
科
件
略
)

住

所

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

¥

櫛

生

山

下

特

別

(

一

二

三

)

/
松
山
市
漬
田
靖
美
一
一
江
一

¥

柴

西

山

健

一

(

三

二

)

/
大
洲
市
久
保
邦
牧
(
一
一
九
)

お
題
生
お

で
と
う
H

一-女
長
女

二
判

長
男

長
男

二
同

二
男

A

一一女
二
女

長
男

長
男

お
く
や
み

1
i
i
l

浜 j竜浦滝沢茂海滝沢民 j竜所

書道の手本によく使われる

中国の千字文の中に‘秋収冬

蔵" ど い う 青 葉 がある。秋は

五穀を収穫し、冬にはこれをf

fT岸にi作成して次の収穫其JJま

での生命金支える食料とする

ということで、ちょう ど今Lr[

の季節に桐当する営みである

A 人類乞明発展の品初の大き

なパ司、にな Jたのは、この兵

ヰ'1t_1を l!1i夜-9るとしミラことで、は

なか-)たか J食糧のみひなく、

そσ){也もろもベ σコ杉qをJljす変す

る技術をあみ出し、 今 で は コ

ンヒ L ータ に半青卒中的なもの

まで記憶さ叶ア蔵するところ

まじ発展しできたA.j人教では、

この貯蔵の精神が一つの特徴

となっ Cおり、 -~J~~立法師とか

地蔵千年薩、宝蔵芹点、虚空蔵

菩薩、また、通華蔵、加l米政、

胎蔵界長茶羅、道元禅(Hliの 1二

著、 lEi去H艮蔵など釈 尊 のiE真

Tf1tの智慧を蔵に収めてお〈

という与え方の E言葉がたくさ

ん あるA 間五ごの財政をヤlどる

役所を大蔵省、どいい、その長

官在大尉大臣と昔ながらに称

しごいるのもなぜ、か面白山。

近頃l土使い恰での時代などと

いう考えかも拡が Jζ いるよ

うだが、やはり大切なものは

貯蔵、保存、蓄積さ れ て け く

ことが人漬繁栄山基本的叫み

でなくてはならぬのではある

ましミカ、。

べ
る
と
、
江
皮
程
度
低
い
そ
う
で
す
っ

そ
の

H
は
天
気
も
よ
く
、
外
は
案
外
時

か
か
っ
た
の
で
す
が
、
建
で
物
の
中
は

上
着
が
一
校
余
分
に
必
要
な
程
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
子
供
達
は
元
気
一
杯
。

や
っ
ぱ
り
子
供
は
風
の
子
を
人
、
だ
と
、

v
}
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。
私
の
若
さ
も
、

小
~
一
一
十
生
に
は
勝
て
な
い
よ
う
?
す
。

ー、ベノ

-z，
よ

M月との比較

13人減

( ~人減)8人減

7世帯減

口世帯

人11をふやしまし

I 10月1日現在

11.785人

口中jii川
3，779世帯

A 

世帯数


